
秋田を花で元気にしたい

有 限 会 社フラワート

一見、生花と見間違うほどの美しさ。
秋田発のプリザーブドフラワーが
注目を集めている。

センター活用事例
秋 田県よろず支 援 拠 点

“秋田発”の専門メーカー
　プリザーブドフラワーとは、生の植物を特殊な技術で
加工して、美しい姿を長期的に保持する技法。水やりな
しで１～３年は保持できるため、アレンジメントやギフト、
装飾など、用途は多岐に渡っている。その全国屈指の
メーカーが、秋田にある。
　由利本荘市岩城に工房を構えるフラワートは、プリ
ザーブドフラワーの製造・販売を行う専門メーカー。取
引先は有名百貨店や全国展開するフラワースクールなど
名だたる企業ばかり。
　フラワートの加工技術は、嶋真紀子社長が独自に研
究を重ね、地元大学などの協力を得て完成したもの。オ
リジナルの加工液を使って、鮮やかな色、柔らかさ、みず
みずしい形状を保ち、高く評価されている。

採れたての新鮮な花・葉を加工
　「良い製品を作るには、新鮮な素材が必要」と営業担
当の渡辺マリ子さん。花や葉の鮮度にこだわるため、市
場にも相談し鮮度の良い素材を県内からも集めてもらっ
ている。
　また、ダリア・トルコキキョウ・ラナンキュラス・ケイト
ウなどは契約農家から直接買い付けを行っているほど、
秋田には優れた素材が多い。

　さらに昨年５月からは、一年中温暖で花が絶えない花
の都、中国・昆明の栽培業者と業務提携。嶋社長自ら日
本と中国を往復し、現地で収穫・加工したバラを直接仕
入れている。産地と直接繋がることで大幅なコストダウ
ンを実現している。

製品を手ごろな価格で地元・秋田に
　「プリザーブドは高価で“高嶺の花”と思われがち。コ
ストダウンすることで、そのイメージを払拭したい」と渡
辺さん。そこで開発したのが、低価格で購入できる１輪の
「キャンディーローズ」だ。これをまずは秋田県内で販売
しようと模索していた。「顧客の多くは県外ですが、今後
は地元・秋田でも販売して、ゆくゆくは花の地産地消を
目指したい」。そこで県内での新規取引先を探すために
利用したのが「よろず支援拠点」だ。
　担当スタッフが紹介したのは、大手コンビニ秋田地区
の開発担当者。結果、「キャンディーローズ」は県内15店
舗での販売が計画されている。「担当者の紹介から交渉
まで丁寧にサポートしてもらった。今後は花の地産地消
を進めて秋田の農業を元気にしたい。さらに、その輪を
広げて東北を元気にしたい」。秋田から希望の花が育ま
れている。

目指すは、練乳がいらない甘いイチゴ
　奥羽山脈を見渡す田園地帯に、大型のビニールハウス
が建ち並ぶ。中に入ると、真っ赤に熟したイチゴが鈴な
りに実り、甘い香りを漂わせている。育てているのは、酸
味が少なく甘さが際立つ「章姫（あきひめ）」、香りが良
く果汁たっぷりの「とちおとめ」、酸味と甘味のバランス
が良く、コクのある味わいの「紅ほっぺ」。いずれも大粒
のイチゴで、赤く美しい果実が特徴だ。これを食べごろ
の完熟で収穫し、出荷。中間業者を通さず、あくまでも
完熟を直売することにこだわっている。
　美郷ストロベリーは、2013年に美郷町の個人５人で
設立。現在は生食用イチゴのほか、急速冷凍したイチ
ゴを加工用として販売している。現在は、秋から春（12
月～６月）までの栽培だが、いずれは夏季を含めた通年
栽培の実現を目指している。

モットーは「自分たちでなんでもやる」
　ビニールハウスの内部は、さながら科学の実験室のよ
うな雰囲気だ。イチゴを育てる高さ１mほどの棚（ベン
チ）の下に設置されているのは培地を暖めるための温水
用のパイプや、液肥を供給するパイプ。栽培に使う水は、
雪を溶かしたものや雨水を蓄えたものだ。温水を作るボ

イラーの燃料は、石油のほかに稲作で出たモミ殻を併
用。使用後は、薫炭として苗床に混ぜ再々利用。ボイ
ラーの廃熱も融雪に使う。このように、ハウス内のあちら
こちらに工夫が施されている。こうしたアイデアは、自分
たちで試行錯誤しながら編み出したもの。配管などの作
業もほとんど自前で行っている。目指すは、いかに経費
を抑えて、味の良いイチゴを作るか―。栽培技術の確立
から設備工事まで、何でも自分たちで行いながら着実に
生産体制を整えてきた。

営業ツールのデザインを相談
　品質の高いイチゴを安定出荷できるようになった今、
新たな課題となったのが販路拡大だった。営業に必要
なツールを作ろうと相談したのが産業デザイン支援セン
ターだ。制作のアドバイスを受けて、美郷ストロベリーの
ロゴマークとリーフレットが完成した。
　現在は、業者や個人との直接取引のほかに、近くの
道の駅や観光施設で直売している。加えて今後は取引
先を拡大し、さらなる増産を目指す予定だ。市場や農協
へ出荷する農家とは違う、イチゴ狩りが売りの観光農園
とも違う、直売にこだわった独自のスタイルで、味の追
究に挑み続ける。

高度な栽培体制を確立
次なる目標は販路拡大

企 業 組 合  美 郷 ストロベリー

雪国でのイチゴ栽培は、温度管理が難しく、
暖房費がかさむ。技術を駆使して、
そこに「あえて挑む」企業がある。

「キャンディーローズ」を手にする渡辺さん。

「子供が母親に気軽にプレゼントできる商品

にしたい」と価格に配慮している。

アレンジメント商品の製造・販売も行っている。

作業は、細部まで全て手作業。花や葉を1つ1つ

丁寧に組み込んでいく。

この「キャンディーローズ」が大手コンビニの店

頭に並ぶ日も近い。

有限会社フラワート
〒018-1305

秋田県由利本荘市岩城二古字狐森113-14

Te l.0184-73-3457 

Fax.0184-73-3466

http://www.flawart.com

あきた企業活性化センター／
秋田県よろず支援拠点（018-860-5605）まで。お問い合わせ

ハウスの内部には、試行錯誤の末に編み出

したさまざまな装置が設置されている。花の

周りでは“受粉係”のミツバチが飛び交う。

企業組合
美郷ストロベリー
〒019-1235
秋田県仙北郡美郷町
金沢西根字東谷地中45-3
Tel .0187-83-2666 
Fax.0187-83-2666 

秋田県内の中小企業・小規模事業者のための経営相談所として、売上拡大、
経営改善など経営上のあらゆるお悩みの相談に対応します。コーディネーター
を中心とする専門スタッフが適切な解決方法を提案します。 センター活用事例

産業デザインに関する助言 あきた企業活性化センター／
知財・デザインセンター担当（018-860-5614）
[あきた産業デザイン支援センター]まで。

お問い合わせ

伝統的工芸品をはじめとする県内製造業者を対象に、産業デザイン、製品開発、
マーケティング等についての専門的な助言等を行います。

出来あがった美郷ストロベリーのロゴマーク。真っ赤に完熟した食べごろの状態で収穫。果実

は軟らかく、甘い果汁をたっぷり含む。
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